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一貫校合同による夏期臨海実習Ⅱ
―中・高・大学生の連携実習の効果―

谷口真也 *・井澤智浩 **・萱嶋泰成 ***・四宮  愛 ****・秋山豊子 ****

A Report of Marine Biology Class by Joint of Students and Pupils of Keio Gijyuku Ⅱ
―The eff ects on multiage learning environment ―

Shinya TANIGUCHI*, Tomohiro IZAWA**, Yasunari KAYASHIMA***, Ai SHINOMIYA****, 
and Toyoko AKIYAMA****

要旨

　慶應義塾の一貫教育制度を活かし，中学生から大学生を対象とした合同の臨海実習を行った。
目的は 1 .「低学年からの理科離れを防止」すること。 2 .「理科系を目指すだけでなく，文系
を目指す中高生や大学生が，体験を共有することによって自然科学の正しい知識や理解を深め，
科学的な考え方を持続維持できるためのカリキュラムを構築する。」こと。 3 .「学校間におけ
る協力と連携，情報交換をする。」ことである。実習をおこなった結果，中学生や高校生，大
学生間で学習経験，発達の違いはあるものの，それぞれの個性を活かし，協力して課題に取り
組み結果を出すことができた。異なる年齢のものが共に協力して学習する姿は塾の原点であり，
自ら学ぶ力を引き出すことに有効である。

Ⅰ．はじめに

　中学生から大学生までの合同の臨海実習は2007年度に引き続き 2回目である。ただし本報文
の著者間で企画立案した臨海実習は2004年度から 5年間毎年継続して行っている。（表 1）
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　実習期間は 7月から 8月の潮周りの良い日を選び，場所はすべて神奈川県足柄下郡真鶴町に
ある横浜国立大学教育人間科学部附属理科教育実習施設を使用した。2007年度までの実習につ
いては，萱嶋（2005），谷口（2006），萱嶋（2008）に報告されている。ここでは2008年 8 月16
日（土）～18日（月）に行った一貫校合同による臨海実習について報告する。

Ⅱ．2008 年度中・高・大合同臨海実習について

準備
　実施日と実習場所は2008年 2 月に決定した。日程は夏期休業中の大潮にあたる2008年 8 月16
日（土）～18日（月）とし，実習場所は，立地条件，費用，交通の利便性を考慮して，前年同
様，神奈川県足柄下郡真鶴町にある横浜国立大学教育人間科学部附属理科教育実習施設とした。
　参加者は大学生は日吉キャンパス開講科目である「生物学Ⅰ（実験を含む），生物学Ⅱ（実
験を含む）」，「自然科学特論Ⅰ」の秋山クラスから募り， 4名が参加した。一貫教育校につい
ては，著者の指導する理科系のクラブの部員，志木高 4名，普通部 5名が参加した。参加する
学生・生徒には当日の時間割や持ち物，交通手段を記載した「2008　慶應義塾一貫校合同臨海
実習のしおり」と「2008　臨海実習の資料」を配布した。

実習内容
　今年度は前回までの経験を活かし，目的のひとつである「異なる学校・学年における体験の
共有」に重心をおくことにした。この目的を円滑に進めるために，大学生・中高生の混成班を
4班つくり，各班それぞれの「課題研究」に取り組むことを中心において実習をおこなった。
班員はそれぞれの学校が均等に分かれるようにした。（表 2）また各班の作業の間に，横浜国
立大学の種田保穂教授の講義，ムラサキウニの発生，プランクトンの採集と観察（図 1），磯

表 1　これまでに行われた臨海実習

年度 日程 名称 参加者 参加者内訳
2004 7 月28日～ 7月30日 文系学生を対象とした臨海実習 23名 本学文科系大学生23名
2005 7 月22日～ 7月24日 一貫校教員と大学の理科系教員

による臨海実習と意見交換会
10名 本学教員 7名（法学部 2名，商

学部 1名，志木校 2名，
湘南藤沢中高 1名，普通部 1
名），本学以外の教員 3名

2006 7 月27日～ 7月29日 高・大合同臨海実習 10名 本学文科系大学生 2名，志木校
生 8名

2007 7 月27日～ 7月29日 中・高・大合同臨海実習 25名 本学文科系大学生10名，志木校
生 5名，湘南藤沢高 5名，中 5
名

2008 8 月16日～ 8月18日 中・高・大合同臨海実習 13名 本学大学生 4名，志木校生 4
名，普通部生 5名
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採集と得られた生物の観察，ムラサキクルマナマコの骨片の観察（図 2），魚のウロコの色素
細胞の観察，イボニシの色素の定性分析も並行しておこなった。

Ⅲ．課題研究について

　課題研究はあらかじめ実施可能な課題から班員が相談して決定した。各班には一名専従の教
員を配置した。（表 2）班にはデジタルカメラ，ノートパソコン，実体顕微鏡，顕微鏡，実験
器具が貸与された。研究は 1日目の午後に決定し， 2日目の午前の磯採集に必要とする材料を

表 2　各班について

班 課題研究 人数（内訳） 担当教員
1班 貝類（固着生物）の分布と環境について 3名（大学生 1，志木高 1，普通部 1） 宮本
2班 真鶴湾における海洋汚染の生物への影響 3名（大学生 1，志木高 1，普通部 1） 井澤
3班 ニシキヒザラガイ～特に体色について～ 3名（大学生 1，志木高 1，普通部 1） 池田
4班 巻貝・カサガイに寄生するカイヤドリヒラ

ムシの研究
4名（大学生 1，志木高 1，普通部 2） 谷口

図 1．ムラサキウニの発生（左）とプランクトンネットによるプランクトン採集（右）

図 2．磯採集（左）とムラサキクルマナマコの骨片の観察（右）
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採集した。 2日目の午後から 3日目の午前中にかけて実験やデータ整理，発表の準備に取り組
んだ。最終日 3日目の10：30よりプロジェクターを使用して研究結果を発表した。（図 3）

Ⅳ . 課題研究の効果

　今回の実習はそれぞれの学校の人数がほぼ一人づつとなったため，必然的に異なる年齢の班
員との協力が必要となった。研究発表までには自然と異なる年齢で役割を分担することがみら
れた。研究開始直後は班員がとまどうこともみられたが，やがて中学生は反復しておこなう実
験を担当し，高校生がデータを採集，大学生がパソコンを使用してまとめるという形がみられ
た。ただし中学生が高校生や大学生に PowerPoint の指導をしたり，効果的な実験方法を発見
するということもあった。（図 4）
　発表については，大学生や高校生の前年度参加者を中心に円滑に進んだところが多かった。
発表直前まで手直しをする班もあったが，すべて順調に発表することができた。発表は，中・
高・大学生が担当した部分について交代で発表する形が自発的にとられた。発表している間，
参加者は他の班の研究内容をまとめることと実習の感想を書いた。各班の発表の１部を資料と
して添付する。

図 3．異なる学校・学年で構成した研究班（左上： 1班，右上： 2班，左下 3班，右下： 4班）
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Ⅴ . 考察

　前年度までに臨海実習の実施方法はほぼ確立され，実習は円滑に進んだ。各班の課題研究に
ついては，萱嶋（2008）が指摘しているように，協力しながらデータを分析し，生物に関する
知識や自然科学的な洞察力や思考力が，獲得されたと考えられる。とくに大学生や高校生は低
学年である中学生に説得力をもって説明できる能力を習得する機会を得ることができたと感じ
られた。また中学生は大学生や高校生と肩を並べて研究することに大きな自信を持ったようで
ある。大学生の知識や客観的な判断力と中高生の学習経験に頼らない新鮮で独創的な思考力と
行動力の伝播による相乗効果は，本実習でもみられたことから，異なる年齢，学年学校間での
合宿形式の実習の効果は極めて大きいといえるだろう。参加者の感想もおおむね好評であるこ
とからこのことが参加者側からも意識されていることがわかる。

参加者の感想（抜粋）
・　今回の実習はこの分野の知識にとぼしい私にとって難しい点もいくつかあったがそれに

応じて学ぶことが多かった。
・　合宿に参加するのは 3回目だが，毎年異なるタイプの実習に参加できており，新しく見

えることがあるので非常に意義があるものと思います。
・　磯・港で採集するとき目当ての生物がいるとうれしい。
・　先輩たちと研究することができて楽しかった。気持ちの悪い実験もあったけどそういう

経験もなかなかできないのでよかった。
・　フィールドワーク主体だと天候に左右されるので 2泊 3日では若干厳しいものがあった。

データの解析の方法を工夫する必要があった。参加は 2回目とあって実習に慣れて楽し

図 4．普通部生が考案した実験方法
カイヤドリヒラムシを宿主であるイシダタミガイから効率的に取り出す。
樹脂製ケースに氷と海水とイシダタミガイを入れて振る。貝を破壊せず 
にヒラムシを取り出せる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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かった。
・　初めて見るものでも「なぜ」を考え，突き詰めるのはとても楽しかった。自分で積極的

に進んで実験・観察・考察するのが大切でかつ，やってみたいと思った。
・　 2度目の参加で余裕をもった研究ができた。班員の自主性を尊重するカリキュラムはと

ても居心地がよかった。
・　自分の好きなことを 3日間連続でできて楽しかった。自分の知らない生物を学べてよか

ったと思う。大学生や高校生と話をする機会もないのでためになった。

Ⅵ．反省点・今後の課題

　今回の実習の反省点は二つあげられる。
　一つ目は「課題研究」を中心に進めたため，その他の実験に対して多くの時間がかけられな
かったことである。主催者側としてはできるだけ多くの実験や観察を体験して多くの知識を得
てほしいと考えているのだが，「課題研究」に追われてその他に関しては集中して取り組むこ
とが難しかった。
　二つ目は継続して実験をすることの難しさである。参加者には 2回目， 3回目と継続して参
加することもあるのだが，毎年同じ実験を繰り返すことによって，実験に「慣れ」，新しい発
想や考察が少なくなることも感じられた。
　一つ目の反省点に対しては，現在の実習期間を延長することによって解決できると考えられ
る。 2泊 3日を 3泊 4日にすることによって，増加した一日をその他の実験に割り当てて，充
実させる。一日増加させることによって天候不順，実験生物の生育不良などのアクシデントに
も柔軟に対応できることも期待できる。
　二つ目は毎年同じ実験はおこなうが，継続した参加者は毎回異なる実験に取り組んでもらう
ことである。今年度までに毎年継続しているデータは大変貴重なものとなっている。同じ参加
者がその継続している実験に取り組まない事は毎年その実験の意義などの説明を必要とする。
実験自体も熟達できなくなるが，この実習では実験の熟達を目的としているわけではなく，ま
た研究者を養成するわけでもない。この実習ではさまざまなことを体験して興味関心を持つと
いう事に主点をおくことが重要であると考えている。
　今後の課題も二つある。一つは，実習を同じ場所に限定せず，変化させることである。実習
場所を変えることによって現在，真鶴でおこなっている臨海実習ではできない実験や観察が可
能となる。例えば現在は海洋生物を中心に実習をおこなっているが，場所を海ではなく山にし
た場合，現在とはまったく異なる実習となりえる。もう一つは，実習の参加者をより多くの一
貫校から募ることである。参加人数には限りがあるが，できるだけ異なった学校の参加者があ
ったほうが「情報交換」や「交流」の幅が拡がり興味深いものになる。この慶應義塾の経験を
活かして他の学校との交流や中高大連携のモデルケースとなることも期待している。
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Ⅶ．まとめ

　手探りではじめた実習も運営の面ではほぼ完成の域に入っている。今後もこの日程，プラン
で続けていくことは容易であり継続して続けて行くことは大切である。しかし毎年同じ事を繰
り返すのではなく常に新しい方法，環境をつくり変えて行くことが我々や参加者にとって重要
である。
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資料：課題研究でそれぞれの班が作製，発表したスライドの一部
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